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日本の古筆には、
様々な装飾加工が施され、
荘厳で華麗な装飾が多く見られる
。 
それらの技法は、もとは文字を書きやすくするための工夫であり、虫損などを防
 
ぐための技法でもある。次第に、調度手本として書かれる中で、料紙の装飾も多種多様に変化し、様々な技法が生み出された。現存 名跡を通覧するとその変化の様相が窺え、
奈良
・平安時代に写経等を通して中国よりもたらされた技術は、
平安時代後期には極限まで洗練され、安土桃山時代には有名絵師が下絵を描くなど変革期がそれぞれ 見られる。
これらの装飾の加工技術は代々受け継がれるも、
失われた点や不明な点も多く 近代、田中親美（一八七五～一九七五）以降、今日まで多くの職人・研究者 よって紐解かれ、技法の復元が試みられている。な
 
 
                お、これらの技法は著作等で紹介されるが、詳細が示されなかったり、制作
する
道具が高価かつ特殊であったりと、容易に取り組むことができ いのが現状である。ことに 等学校「書道」など、教育の場で料紙加工を授業に取り入れることはなかなかに困難である。そこで、本稿 は現代的な方法や道具を用いて料紙制作をする現代装飾料紙作家に取材 きたことを踏まえて、その道具や技法を紹介したい。新たな料紙制作の方法論を提示する で、料紙加工を様々な教育の場で展開することが可能となろう。ここでは引 染め、ムラ染め、金銀箔の砂子撒きなどの技法を紹介する。
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一
、
は
じ
め
に
 
 
 
日
本
の
古
筆
に
は
、荘
厳
で
華
麗
な
装
飾
が
多
く
見
ら
れ
る
。そ
れ
ら
の
技
法
は
、
中
国
に
興
り
日
本
に
将
来
さ
れ
て
さ
ら
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
は
文
字
を
書
き
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
り
、
虫
損
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
技
法
で
も
あ
る
。
次
第
に
、
調
度
手
本
な
ど
が
書
か
れ
る
中
で
、
料
紙
の
装
飾
も
多
種
多
様
に
変
化
し
、
様
々
な
技
法
が
生
み
出
さ
れ
た
。
現
存
す
る
名
跡
を
通
覧
す
る
と
そ
の
変
化
の
様
相
が
窺
え
る
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
写
経
等
を
通
し
て
中
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
料
紙
加
工
の
技
術
は
、
平
安
時
代
後
期
に
「
平
家
納
経
」
や
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
技
術
は
極
限
ま
で
洗
練
さ
れ
、
安
土
桃
山
時
代
に
は
装
飾
の
巨
大
化
や
有
名
絵
師
が
下
絵
を
描
く
な
ど
、
装
飾
の
方
法
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
装
飾
の
加
工
技
術
は
代
々
受
け
継
が
れ
る
も
、
失
わ
れ
た
技
術
や
不
明
な
点
も
多
く
、近
代
以
降
、田
中
親
美（
一
八
七
五
～
一
九
七
五
）
を
は
じ
め
多
く
の
職
人
・
研
究
者
に
よ
っ
て
紐
解
か
れ
、
料
紙
装
飾
の
復
元
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
技
法
は
著
作
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
詳
細
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
制
作
す
る
道
具
が
高
価
か
つ
特
殊
で
あ
っ
た
り
と
、
容
易
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
と
に
高
等
学
校「
書
道
」な
ど
、
教
育
の
場
で
料
紙
加
工
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か
に
困
難
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
現
代
的
な
方
法
を
用
い
て
料
紙
制
作
を
す
る
現
代
装
飾
料
紙
作
家
の
中
井
之
山
（
本
名
・
慎
吾
）
氏
に
取
材
で
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
道
具
や
技
法
を
紹
介
し
た
い
。
新
た
な
料
紙
制
作
の
方
法
論
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
様
々
な
場
で
料
紙
加
工
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
多
く
の
人
が
装
飾
料
紙
に
ふ
れ
る
機
会
が
増
え
、
古
筆
や
伝
統
工
芸
な
ど
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
「
料
紙
」
と
は
、
一
般
に
書
に
用
い
る
紙
で
あ
り
、「
装
飾
料
紙
」
と
は
、
浸
し
染
め
・
漉
き
染
め
な
ど
の
染
紙
や
、
金
・
銀
の
箔
を
散
ら
し
た
も
の
な
ど
、
美
し
く
飾
ら
れ
た
料
紙
の
こ
と
で
あ
る
。紙
幅
の
都
合
上
、詳
細
は
省
く
が
、久
米
康
生
氏「
料
紙
加
工
技
法
の
展
開
」
に
お
い
て
、
細
か
に
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
（ 1 ）。
 
 
こ
れ
ま
で
、「
料
紙
」
に
つ
い
て
は
、
書
学
や
美
術
史
の
み
な
ら
ず
、
史
学
・
保
存
科
学
な
ど
様
々
な
領
域
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
平
成
二
十
六
年
に
「
和
紙
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
（ 2 ）も
あ
っ
て
か
、
料
紙
研
究
は
一
層
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
料
紙
や
料
紙
装
飾
に
関
す
る
先
行
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
近
々
の
研
究
動
向
と
し
て
は
、
宍
倉
佐
敏
編
著
『
必
携
 
古
典
籍
古
文
書
料
紙
事
典
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）、
島
谷
弘
幸
編
『
料
紙
と
書
 
東
ア
ジ
ア
書
道
史
の
世
界
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、
名
児
耶
明
・
高
橋
裕
次
著
『
仮
名
文
字
と
料
紙
の
美
 
和
様
文
化
を
味
わ
う
た
め
に
』（
モ
リ
サ
ワ
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
り
、
紙
そ
の
も
の
、
ま
た
は
古
筆
等
に
見
ら
れ
る
装
飾
料
紙
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
光
学
顕
微
鏡
等
の
最
先
端
技
術
を
用
い
て
料
紙
の
繊
維
を
拡
大
す
る
な
ど
、
科
学
的
な
調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 
様
々
な
切
り
口
で
論
及
さ
れ
る
料
紙
で
あ
る
が
、
装
飾
料
紙
制
作
の
方
法
論
に
関
し
て
い
え
ば
、
古
筆
や
絵
巻
の
複
製
に
尽
力
し
た
田
中
親
美
が
、
古
筆
や
料
紙
を
研
究
し
、
書
画
を
復
元
（
も
し
く
は
複
製
）
す
る
た
め
に
そ
の
方
法
を
模
索
し
た
の
が
嚆
矢
と
も
い
え
よ
う
か
（ 3 ）。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
技
法
は
著
作
を
通
し
て
公
に
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
技
術
の
多
く
は
内
々
に
弟
子
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
64
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わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
技
法
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
端
を
紹
介
す
れ
ば
、桑
田
笹
舟
監
修『
料
紙
』（
一
楽
書
芸
院
神
戸
事
務
所
出
版
部
、一
九
七
二
年
）、
竹
田
悦
堂
著
『
か
な
料
紙
の
作
り
方
』（
秋
山
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
飯
島
秀
雄
著
『
色
紙
・
料
紙
づ
く
り
 趣
味
の
金
銀
箔
 箔
の
基
本
技
法
の
す
べ
て
』（
マ
ー
ル
社
、
一
九
八
九
年
）、
村
上
翠
亭
・
福
田
行
雄
共
著
『
か
な
料
紙
の
作
り
方
』（
二
玄
社
、
一
九
九
四
年
）、
鎌
田
敏
輝
著
『
新
し
い
料
紙
の
つ
く
り
方
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
箔
師
の
飯
島
氏
は
、
伝
統
的
な
方
法
で
用
い
ら
れ
る
箔
筒
な
ど
の
道
具
の
作
り
方
や
準
備
に
つ
い
て
、
画
像
を
豊
富
に
載
せ
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
村
上
・
福
田
両
氏
は
、
伝
統
的
な
道
具
・
手
法
に
つ
い
て
画
像
を
掲
載
し
な
が
ら
説
明
す
る
一
方
で
、
後
半
に
は
茶
こ
し
な
ど
身
近
な
道
具
を
交
え
て
技
法
を
紹
介
す
る
。
鎌
田
氏
は
、
伝
統
的
な
方
法
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新
し
い
道
具
や
手
法
を
考
案
し
、
様
々
な
装
飾
加
工
の
仕
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
論
文
と
し
て
報
告
さ
れ
る
成
果
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
次
章
に
譲
り
た
い
。
 
 
な
お
、
最
近
で
は
、YouTube な
ど
の
動
画
を
利
用
し
て
、
そ
の
技
法
を
惜
し
み
な
く
紹
介
し
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
料
紙
作
家
の
小
室
久
氏
は
金
銀
箔
の
装
飾
、
ぼ
か
し
染
め
（
刷
毛
ぼ
か
し
）、
唐
紙
（
雲
母
摺
り
）
な
ど
の
伝
統
的
な
技
法
を
紹
介
し
て
い
る
（ 4 ）。
職
人
目
線
で
作
業
風
景
を
撮
影
す
る
な
ど
、
様
々
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
唐
紙
に
つ
い
て
は
、
伝
統
工
芸
と
し
て
も
そ
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
る
（ 5 ）。
ま
た
、
髙
城
弘
一
氏
は
、
天
来
書
院
「
書
道
テ
レ
ビ
」
第
11回
に
お
い
て
、
村
上
・
福
田
両
氏
の
紹
介
さ
れ
た
身
近
な
道
具
を
一
部
取
り
入
れ
て
装
飾
加
工
を
紹
介
し
て
い
る
（ 6 ）。
 
 
以
上
の
よ
う
に
、
料
紙
装
飾
の
技
法
は
、
多
く
の
研
究
者
や
職
人
の
手
に
よ
っ
て
詳
ら
か
に
さ
れ
、
著
作
や
動
画
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
技
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
材
料
の
分
量
や
配
合
に
関
し
て
は
職
人
の
経
験
則
で
記
さ
れ
る
部
分
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
様
々
に
表
現
さ
れ
る
料
紙
の
装
飾
を
再
現
し
た
り
、
初
学
者
が
制
作
し
た
り
す
る
に
は
、
道
具
の
問
題
、
技
術
や
知
識
の
問
題
も
あ
り
、
取
り
組
む
に
は
な
か
な
か
に
難
し
い
部
分
も
残
っ
て
い
る
。
鎌
田
氏
の
考
案
さ
れ
た
新
し
い
手
法
は
、
比
較
的
安
易
に
取
り
組
め
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
部
に
従
来
の
伝
統
的
な
道
具
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
費
用
や
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
料
紙
加
工
を
授
業
に
取
り
い
れ
る
こ
と
は
現
実
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
（ 7 ）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
初
心
者
で
も
容
易
に
制
作
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い
る
「
現
代
料
紙
」
の
制
作
方
法
を
ヒ
ン
ト
に
、
そ
の
道
具
や
技
法
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
な
授
業
展
開
が
可
能
と
な
り
、書
教
育
の
幅
が
広
が
る
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、様
々
な
教
育
の
場
を
通
し
て
、
装
飾
料
紙
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、
料
紙
研
究
や
伝
統
工
芸
に
お
い
て
も
裾
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 
 
二
、
日
本
書
道
史
に
お
け
る
料
紙
装
飾
に
つ
い
て
 
  
現
代
的
な
料
紙
加
工
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
前
に
、
復
元
や
技
法
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
つ
つ
、
日
本
書
道
史
に
お
け
る
料
紙
装
飾
の
変
遷
に
つ
い
て
回
顧
し
て
お
き
た
い
（ 8 ）。
 
 
ま
ず
、
奈
良
時
代
に
仏
教
（
と
り
わ
け
写
経
）
の
隆
盛
と
と
も
に
、
様
々
な
料
紙
加
工
が
施
さ
れ
た
。
書
き
や
す
さ
を
追
求
す
る
た
め
に
、
紙
を
打
っ
た
り
、
磨
い
た
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り
す
る
こ
と
で
紙
の
表
面
を
平
滑
に
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
（ 9 ）、
紙
を
虫
損
か
ら
守
る
た
め
に
染
め
た
り（
黄
檗
染
め
や
丁
子
吹
き
な
ど
）、香
木
を
漉
き
込
ん
だ
り（
荼
毘
紙
な
ど
）
と
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
加
工
は
あ
く
ま
で
書
く
た
め
、
紙
を
保
護
す
る
た
め
の
「
用
」
の
加
工
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
倉
院
な
ど
の
収
蔵
品
を
見
る
と
、
様
々
な
色
に
染
め
ら
れ
た
染
め
紙
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
時
を
同
じ
く
し
て
「
美
」
と
し
て
の
加
工
も
施
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
な
お
、
一
口
に
染
め
紙
と
言
っ
て
も
、
浸
し
染
め
・
引
き
染
め
（
刷
毛
染
め
）・
漉
き
が
け
な
ど
手
法
は
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
の
応
用
が
打
曇
や
飛
雲
な
ど
の
雲
紙
、
羅
紋
と
い
っ
た
加
工
に
発
展
し
た
と
い
え
よ
う
（ 10 ）。
 
 
金
銀
の
箔
や
泥
な
ど
を
用
い
て
、
様
々
な
加
工
が
施
さ
れ
る
の
は
、
奈
良
時
代
の
写
経
に
も
見
ら
れ
る
が
、
平
安
時
代
の
中
後
期
の
古
筆
に
よ
り
多
く
確
認
さ
れ
る
。
大
小
様
々
な
切
箔
や
野
毛
、
砂
子
が
蒔
か
れ
た
り
、
金
泥
で
雲
や
霞
、
蝶
鳥
・
草
花
が
描
か
れ
た
り
と
多
種
多
様
な
技
法
が
展
開
さ
れ
る
（ 11 ）。平
安
時
代
も
末
期（
院
政
期
）
に
な
る
と
、「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
」に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、破
り
継
ぎ
や
切
り
継
ぎ
、
重
ね
継
ぎ
な
ど
の
継
ぎ
紙
の
技
法
が
誕
生
し
（ 12 ）、料
紙
装
飾
の
技
巧
の
最
盛
期
を
迎
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。そ
の
後
は
、現
存
す
る
書
跡
を
み
て
も
、
平
安
時
代
に
隆
盛
し
た
技
法
を
用
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
料
紙
装
飾
に
時
代
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
佐
野
み
ど
り
氏
等
に
言
及
が
見
ら
れ
る
（ 13 ）。
 
 
安
土
桃
山
時
代
に
な
る
と
、
再
び
様
々
な
文
化
が
め
ま
ぐ
る
し
く
発
展
す
る
。
書
に
限
っ
て
み
て
も
、
近
衛
信
尹
（
一
五
六
五
～
一
六
一
四
）・
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
～
一
六
三
七
）・
松
花
堂
昭
乗
（
一
五
八
二
～
一
六
三
九
）
の
「
寛
永
の
三
筆
（ 14 ）」と
呼
ば
れ
る
能
書
の
遺
墨
に
は
、
各
々
に
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
料
紙
装
飾
も
平
安
時
代
の
表
現
と
は
異
な
り
、
十
四
世
紀
以
降
の
意
趣
を
受
け
な
が
ら
変
貌
を
遂
げ
、
有
名
な
絵
師
が
下
絵
を
施
し
た
も
の
や
「
料
紙
装
飾
の
大
型
化
（ 15 ）」が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
光
悦
が
書
し
た
「
鶴
下
絵
和
歌
巻
」
や
「
蓮
下
絵
和
歌
巻
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
光
悦
と
俵
屋
宗
達
（
生
没
年
未
詳
）
と
の
合
作
が
多
く
現
存
す
る
。
ま
た
、
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
～
一
六
一
〇
）
の
水
墨
画
に
信
尹
が
揮
毫
し
た
「
檜
原
図
屛
風
」
な
ど
も
ま
た
、
能
書
と
有
名
絵
師
と
の
共
同
制
作
の
一
つ
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
絵
画
と
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
三
戸
信
惠
氏
（ 16 ）にお
い
て
言
及
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
版
本
が
様
々
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
大
量
生
産
さ
れ
て
い
く
中
で
も
金
銀
泥
で
下
絵
を
刷
り
出
す
な
ど
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
（ 17 ）。 
 
三
、
現
代
的
な
料
紙
制
作
の
方
法
の
提
案
 
  
さ
て
、
様
々
な
変
容
を
見
せ
る
料
紙
装
飾
で
あ
る
が
、
伝
統
的
な
料
紙
装
飾
の
方
法
は
、
道
具
や
手
順
の
画
像
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
初
学
者
に
は
手
が
出
し
づ
ら
く
、
教
育
の
場
で
展
開
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
一
部
で
は
、
茶
こ
し
な
ど
身
近
な
道
具
を
使
っ
て
制
作
で
き
る
方
法
も
記
さ
れ
る
が
、
ご
く
わ
ず
か
な
内
容
に
留
ま
る
。
す
べ
て
の
道
具
が
安
価
で
は
な
く
、
一
部
は
伝
統
的
な
道
具
が
用
い
ら
れ
制
作
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
 
 
教
育
の
場
で
展
開
す
る
上
で
は
、
時
間
や
予
算
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
少
し
で
も
そ
う
い
っ
た
問
題
点
を
解
決
し
た
い
の
が
内
情
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
現
66
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装
飾
料
紙
作
家
・
中
井
之
山
氏
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
の
で
、
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
安
価
な
道
具
や
現
代
的
な
手
法
を
用
い
て
制
作
す
る
「
現
代
料
紙
」
の
制
作
方
法
を
ヒ
ン
ト
に
、
そ
の
道
具
や
方
法
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
高
等
学
校
な
ど
の
教
材
や
授
業
展
開
に
資
す
れ
ば
と
考
え
る
。
 
 
「
現
代
料
紙
」
に
つ
い
て
中
井
氏
は
、
 
 「
現
代
料
紙
」
は
、
十
五
世
紀
以
前
の
料
紙
の
加
工
技
術
や
制
作
者
達
の
変
遷
を
考
察
し
、
揉
み
紙
の
よ
う
に
、
焼
け
・
シ
ワ
・
剥
離
な
ど
経
年
劣
化
で
誕
生
し
た
も
の
も
、ひ
と
つ
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
捉
え
た
料
紙
装
飾
の
表
現
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。一
方
で
、料
紙
の
装
飾
だ
け
で
な
く
、額
縁
を
料
紙
装
飾
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
効
果
を
高
め
る
こ
と
も「
現
代
料
紙
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
の
入
り
口
と
し
て
、現
代
の
道
具
・
材
料
を
用
い
て
制
作
す
る
装
飾
料
紙
が
あ
り
、簡
便
な
方
法
を
考
案
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
筆
・
か
な
料
紙
、
あ
る
い
は
伝
統
工
芸
へ
の
関
心
を
深
め
、
次
の
世
代
へ
の
普
及
や
継
承
を
目
的
と
す
る
も
の
が
「
現
代
料
紙
」
で
あ
る
（ 18 ）。
 
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
現
代
に
流
通
し
て
い
る
道
具
や
安
価
な
材
料
を
用
い
て
、
伝
統
的
な
装
飾
を
表
現
す
る
こ
と
や
、
十
五
世
紀
に
光
悦
ら
が
新
し
い
こ
と
を
試
み
た
よ
う
に
現
代
人
の
目
線
で
表
現
す
る
装
飾
料
紙
の
こ
と
を
「
現
代
料
紙
」
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
現
代
料
紙
」
は
、
古
典
的
技
法
を
軽
ん
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
古
典
的
手
法
の
解
明
は
書
跡
・
料
紙
を
位
置
づ
け
て
い
く
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
現
代
料
紙
を
制
作
す
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
は
、
現
代
的
な
道
具
を
用
い
、
新
し
い
着
想
で
料
紙
装
飾
を
行
う
こ
と
で
、
教
育
の
場
で
の
展
開
を
可
能
と
し
、
多
く
の
人
が
装
飾
料
紙
に
触
れ
、
興
味
関
心
を
抱
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 
 
な
お
、「
現
代
料
紙
」
は
、
一
般
的
な
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
、現
代
の
道
具
や
料
紙
装
飾
の
現
代
的
な
手
法
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
料
紙
装
飾
と
区
別
す
る
た
め
に
「
現
代
料
紙
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
 
 
さ
て
、
現
代
料
紙
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
道
具
、
技
法
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
古
典
的
な
道
具
と
現
代
に
お
い
て
身
近
に
あ
る
道
具
が
対
比
で
き
る
も
の
は
、上
段
に
古
典（
Traditional ）、下
段
に
現
代（
Modern ）
と
し
て
列
記
す
る
。
な
お
、
行
頭
に
印
を
付
し
た
が
、「
◎
」
は
必
須
、「
○
」
は
加
工
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
も
の
、「
・
」
は
応
用
と
し
て
用
い
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 
〈
道
具
・
材
料
〉
 
Traditional ―
 
Modern  
◎
ド
ー
サ
（
膠
・
明
礬
）
 
―
 
マ
ッ
ド
・
ゲ
ル
メ
デ
ィ
ウ
ム
（
透
明
）
 
○
染
料
 
 
 
―
 
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
（
合
成
樹
脂
顔
料
）
 
○
箔
箸
 
 
 
―
 
手
、
柔
ら
か
い
刷
毛
（
ナ
イ
ロ
ン
製
な
ど
）・
真
綿
 
○
砂
子
筒
 
 
―
 
茶
こ
し
、
ふ
る
い
、
ざ
る
 
・
竹
刀
 
 
 
―
 
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
（
デ
ザ
イ
ン
カ
ッ
タ
ー
）
 
・
箔
台
（
盤
）
―
 
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
 
 
ま
た
、
右
以
外
に
も
装
飾
加
工
に
用
い
る
道
具
も
以
下
に
列
記
す
る
。
 
◎
染
色
用
刷
毛
（
大
）
…
着
色
や
仕
上
げ
に
用
い
る
 
◎
バ
ッ
ト
、
書
類
ケ
ー
ス
な
ど
（
刷
毛
が
使
え
る
容
器
で
あ
れ
ば
良
い
）
 
◎
な
で
紙
（
半
紙
等
）
 
◎
新
聞
紙
、
毛
氈
、
毛
布
、
板
、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
…
乾
燥
の
た
め
（ 19 ） 
67
跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 
図１ 古典的な手法で用いる道具 
図２ 現代料紙で用いる道具 
○
ス
ポ
ン
ジ
、
綿
…
ぼ
か
し
染
め
・
ム
ラ
染
め
に
用
い
る
 
○
ロ
ー
ラ
ー
（
ペ
ン
キ
塗
装
用
の
も
の
等
で
よ
い
）
 
○
型
紙
、
ス
テ
ン
シ
ル
（
紙
で
も
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
で
も
良
い
）
 
○
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
･･･ 金
箔
を
素
手
で
扱
う
際
に
用
い
る
 
○
砂
子
用
刷
毛
（
使
い
古
し
た
小
筆
の
先
を
切
っ
た
も
の
で
よ
い
）
 
○
ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
…
し
わ
伸
ば
し
、
焼
け
銀
箔
制
作
の
た
め
 
・
霧
吹
き
…
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に
用
い
る
 
・
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
、
あ
か
し
紙
･･･ 切
箔
な
ど
を
作
る
際
に
用
い
る
 
・
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
カ
ル
ボ
キ
シ
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
）
…
粘
剤
、
に
じ
み
止
め
 
・
硫
黄
粉
…
焼
け
銀
箔
制
作
の
た
め
 
            
 
以
上
が
現
代
料
紙
の
装
飾
に
用
い
る
主
な
道
具
で
あ
る
。
現
代
版
ド
ー
サ
・
膠
水
と
し
て
用
い
る
マ
ッ
ド
・
ゲ
ル
メ
デ
ィ
ウ
ム
（
以
後
「
メ
デ
ィ
ウ
ム
」）
は
、
現
在
、
日
本
画
等
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
膠
を
湯
煎
し
て
作
る
の
が
難
し
い
た
め
に
開
発
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。
他
に
、
液
体
の
ド
ー
サ
も
市
販
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
メ
デ
ィ
ウ
ム
を
溶
か
す
の
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
サ
イ
ズ
は
使
用
す
る
量
に
よ
っ
て
調
整
）
を
容
器
と
し
て
用
い
る
と
便
利
で
あ
る
。
後
に
説
明
す
る
色
ド
ー
サ
を
制
作
す
る
際
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
作
っ
た
メ
デ
ィ
ウ
ム
溶
液
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
混
ぜ
る
だ
け
で
よ
い
た
め
、
絵
の
具
の
攪
拌
も
楽
に
出
来
る
。
多
色
を
用
意
す
る
場
合
も
小
さ
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
何
色
も
作
っ
て
お
け
ば
便
利
で
あ
る
。
 
 
金
箔
・
銀
箔
は
質
に
よ
っ
て
値
段
が
異
な
る
。
金
箔
で
あ
れ
ば
着
色
金
箔
（ 20 ）、
銀
箔
で
あ
れ
ば
ア
ル
ミ
箔
な
ど
で
あ
れ
ば
安
価
に
入
手
で
き
る
が
、
純
金
や
純
銀
の
方
が
輝
き
が
よ
り
美
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
そ
の
他
、
雲
母
（
雲
英
）
や
胡
粉
も
用
意
す
る
と
装
飾
の
幅
が
広
が
る
。
こ
れ
ら
も
ド
ー
サ
に
混
ぜ
る
こ
と
で
紙
に
塗
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
絵
の
具
と
違
い
、
沈
殿
す
る
た
め
、
加
工
を
施
す
際
は
、
よ
く
混
ぜ
攪
拌
さ
せ
る
と
よ
い
。
 
 
な
お
、
多
人
数
で
作
業
を
行
う
場
合
は
、
人
数
分
の
道
具
を
用
意
で
き
れ
ば
良
い
が
、
難
し
い
場
合
は
バ
ッ
ト
を
共
用
に
し
た
り
、
装
飾
技
法
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
作
業
場
を
い
く
つ
か
設
置
し
た
り
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
複
数
の
作
業
場
を
設
け
る
と
教
員
一
人
で
見
回
る
の
が
難
し
く
な
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
流
れ
作
業
に
す
る
の
も
よ
い
が
、
作
業
中
に
移
動
す
る
の
は
少
し
困
難
で
あ
る
。
Ｏ
Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
を
最
初
か
ら
下
に
敷
く
こ
と
で
、
耐
水
性
も
あ
り
移
動
す
る
際
も
破
け
な
い
。
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図４ 刷毛で着色する（横） 図６ 紙で押さえる 
図５ 刷毛で着色する（縦） 図３ 色ドーサを作る 
〈
技
法
・
加
工
種
類
〉
 
（
１
）
染
め
紙
―
―
引
き
染
め
（
刷
毛
染
め
）・
単
色
 
          
          
 
染
め
紙
に
は
、
浸
し
染
め
・
引
き
染
め
・
漉
き
染
め
な
ど
の
方
法
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
最
も
安
易
に
取
り
組
め
る
引
き
染
め
を
取
り
上
げ
る
（ 21 ）。
引
き
染
め
と
は
、
刷
毛
を
用
い
て
着
色
す
る
方
法
で
、
複
数
色
の
着
色
も
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
単
色
の
引
き
染
め
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
工
程
を
説
明
す
る
。
 
①
色
ド
ー
サ
を
作
る（
図
３
）…
…
本
来
、着
色
と
ド
ー
サ
は
別
々
に
塗
布
す
る
が
、
現
代
料
紙
で
は
、
着
色
し
た
ド
ー
サ
（
色
ド
ー
サ
）
を
用
い
る
こ
と
で
一
度
に
着
色
と
仕
上
げ
を
行
う
。
ド
ー
サ
・
膠
水
の
代
用
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ウ
ム
を
薄
め
た
も
の
（
以
後
「
ド
ー
サ
」）
を
用
い
る
（ 22 ）。バ
ッ
ト
等
に
ド
ー
サ
、
顔
料
を
入
れ
溶
か
す
。
乾
く
と
薄
く
な
る
の
で
濃
度
（
色
味
）
を
確
認
す
る
。
多
人
数
で
装
飾
す
る
場
合
は
、
何
色
か
用
意
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。ま
た
、雲
母
や
胡
粉
な
ど
を
溶
液
に
混
ぜ
る
と
、
一
行
程
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
、
雲
母
引
き
や
具
引
き
仕
上
げ
と
な
る
。
 
②
紙
に
着
色
す
る
（
図
４
・
５
）
…
…
刷
毛
を
用
い
て
着
色
す
る
。
む
ら
な
く
着
色
す
る
た
め
に
、
紙
の
横
方
向
・
縦
方
向
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
着
色
す
る
。
こ
の
際
、
何
度
も
繰
り
返
し
塗
る
と
紙
が
破
け
る
の
で
注
意
し
た
い
。
力
は
入
れ
ず
刷
毛
の
重
さ
を
利
用
し
て
、
表
面
を
軽
く
な
で
る
よ
う
に
動
か
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
刷
毛
に
含
ま
せ
る
量
は
、
溶
液
が
し
た
た
ら
な
い
程
度
に
絞
る
。
 
③
紙
で
押
さ
え
、
余
分
な
水
分
を
と
る
（
図
６
）
…
…
乾
燥
時
間
の
短
縮
や
仕
上
が
っ
た
紙
の
移
動
時
に
破
け
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
着
色
し
た
料
紙
に
白
い
紙
を
静
か
に
重
ね
、
手
の
平
で
し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と
で
余
分
な
水
分
を
と
る
。
押
さ
え
た
紙
に
も
う
っ
す
ら
と
色
が
反
転
す
る
た
め
、
処
分
す
る
の
で
は
な
く
、
箔
を
撒
い
た
り
雲
母
を
塗
布
し
た
り
す
る
こ
と
で
控
え
め
な
色
の
料
紙
が
で
き
あ
が
る
。
 
④
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
Ｏ
Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
に
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乗
せ
て
乾
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
板
張
り
（
ピ
ン
と
張
る
）
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。
 
（
２
）
染
め
紙
―
―
引
き
染
め
・
二
色
 
 
刷
毛
を
用
い
た
引
き
染
め
（
単
色
）
の
応
用
と
し
て
、
二
色
用
い
た
引
き
染
め
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
方
法
は
、
先
に
記
し
た
単
色
の
着
色
と
同
じ
で
あ
る
。
 
①
色
ド
ー
サ
を
作
る
…
…
（
１
）
①
と
同
様
に
色
ド
ー
サ
を
何
色
か
準
備
す
る
（
配
色
、組
み
合
わ
せ
た
い
色
は
自
由
）。本
稿
で
は
二
色
の
方
法
を
示
す
が
、色
を
増
や
せ
ば
、
七
色
な
ど
何
色
で
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
意
す
る
刷
毛
や
バ
ッ
ト
が
増
え
る
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
や
道
具
の
兼
ね
合
い
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
②
紙
に
着
色
す
る
（
図
７
～
９
）
…
…
刷
毛
を
用
い
て
着
色
す
る
。
基
本
的
に
は
単
色
の
着
色
と
変
わ
り
な
い
。
ム
ラ
な
く
着
色
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
力
は
入
れ
ず
刷
毛
の
重
さ
を
利
用
し
て
、
表
面
を
軽
く
な
で
る
よ
う
に
着
色
す
る
。
た
だ
し
、
多
色
の
着
色
の
場
合
は
、
色
が
混
ざ
る
た
め
、
紙
の
横
方
向
・
縦
方
向
と
交
差
す
る
よ
う
に
着
色
す
る
必
要
は
な
い
。
本
稿
で
は
シ
マ
模
様
を
提
示
し
て
い
る
が
、
色
の
境
目
は
色
が
混
ざ
る
こ
と
も
計
算
し
な
が
ら
着
色
し
た
い（
ぼ
か
し
の
効
果
も
得
ら
れ
る
）。
料
紙
制
作
は
、墨
流
し
の
よ
う
に
意
図
し
な
い
装
飾
が
で
き
あ
が
る
こ
と
も
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
完
成
形
を
想
像
し
て
装
飾
を
施
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
な
お
、
格
子
文
様
（
チ
ェ
ッ
ク
柄
）
の
よ
う
に
色
を
組
み
合
わ
せ
た
い
場
合
は
、
着
色
の
ム
ラ
や
刷
毛
で
生
ま
れ
る
模
様
を
利
用
し
て
着
色
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 
③
紙
で
押
さ
え
、
余
分
な
水
分
を
と
る
（
図
10）
…
…
着
色
し
た
料
紙
に
白
い
紙
を
静
か
に
重
ね
、
手
の
平
で
し
っ
か
り
押
さ
え
る
。
こ
こ
で
も
、
余
分
な
水
分
を
拭
っ
た
紙
は
装
飾
料
紙
と
し
て
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
意
図
し
な
い
自
然
の
風
合
い
を
生
か
し
て
新
し
い
料
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 
④
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
 
 
 
図７ 刷毛で着色する 
図８ 刷毛で着色する（二色目） 図 10 紙で押さえる 
図９ ムラなく仕上げる 
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料紙加工の現代的な方法について 
（
３
）
染
め
紙
―
―
ム
ラ
染
め
（
ス
ポ
ン
ジ
）
 
 
ム
ラ
染
め
は
ぼ
か
し
染
め
と
も
い
う
が
、（
１
）（
２
）
の
よ
う
に
一
様
に
着
色
す
る
の
で
は
な
く
、
凹
凸
の
あ
る
も
の
を
用
い
て
不
規
則
な
模
様
に
染
め
る
（
着
色
す
る
）。刷
毛
を
使
っ
た
古
典
的
な
ぼ
か
し
の
方
法
も
あ
る
が
、料
紙
が
劣
化
し
シ
ミ
や
ム
ラ
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
古
風
な
風
合
い
を
表
現
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
ス
ポ
ン
ジ
や
ペ
ン
キ
用
の
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
用
い
る
。
綿
等
を
用
い
て
、
柔
ら
か
い
ぼ
か
し
染
め
を
表
現
す
る
料
紙
作
家
も
い
る
（ 23 ）。
 
①
道
具
の
準
備
（
ス
ポ
ン
ジ
を
裂
く
、
図
11）
…
…
ス
ポ
ン
ジ
は
、
基
本
的
に
平
面
で
あ
る
た
め
、
凹
凸
を
作
る
た
め
に
中
程
で
裂
く
。
 
②
裂
い
た
ス
ポ
ン
ジ
に
色
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
（
図
12）
…
…
（
１
）
①
と
同
様
の
ド
ー
サ
を
準
備
す
る
（
配
色
は
好
み
）。
な
お
、
二
色
の
引
き
染
め
（
２
）
同
様
、
二
色
の
ム
ラ
染
め
も
可
能
で
あ
る
。
多
色
の
着
色
の
場
合
は
色
が
混
ざ
る
た
め
、
そ
の
変
化
も
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
着
色
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
 
③
着
色
す
る
（
図
13・
14）
…
…
塗
布
し
た
ス
ポ
ン
ジ
を
紙
に
静
か
に
、
軽
く
押
し
当
て
着
色
す
る
。
色
ド
ー
サ
の
含
ま
せ
方
に
よ
っ
て
に
じ
み
方
が
異
な
る
の
で
、
調
整
し
な
が
ら
慎
重
に
着
色
す
る
と
良
い
仕
上
が
り
に
な
る
。
全
体
的
に
ま
ん
べ
ん
な
く
着
色
し
て
も
良
い
が
、
意
図
的
に
上
下
左
右
に
偏
っ
て
着
色
す
る
こ
と
で
変
化
を
つ
け
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
な
お
、
一
般
的
な
ぼ
か
し
染
め
は
そ
れ
に
よ
っ
て
景
物
を
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ス
ポ
ン
ジ
を
用
い
た
ム
ラ
染
め
は
、
色
合
い
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雲
紙
（
飛
雲
や
打
曇
り
）
の
よ
う
な
表
現
も
可
能
で
あ
る
。
 
④
仕
上
げ
に
ド
ー
サ
を
刷
毛
で
全
体
に
塗
布
す
る
･･･ 伸
縮
の
ム
ラ
を
な
く
す
。
 
⑤
紙
で
押
さ
え
、
余
分
な
水
分
を
と
る
 
⑥
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
 
           
 
図 14 着色する 
図 11 スポンジを裂く 図 13 着色する 
図 12 凸凹面に色ドーサを塗布する 
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（
４
）
染
め
紙
―
―
ム
ラ
染
め
（
ロ
ー
ラ
ー
）
 
 
ロ
ー
ラ
ー
は
ペ
ン
キ
用
な
ど
安
価
な
も
の
で
よ
い
。
ロ
ー
ラ
ー
は
ム
ラ
な
く
着
色
す
る
た
め
の
道
具
で
は
あ
る
が
、
部
分
的
に
色
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
こ
と
で
ム
ラ
染
め
加
工
が
可
能
で
あ
る
。
引
き
染
め
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
刷
毛
よ
り
も
色
ド
ー
サ
を
含
め
る
量
が
多
く
な
る
た
め
、紙
が
破
れ
た
り
、く
っ
つ
い
た
り
す
る
。
 
①
ロ
ー
ラ
ー
に
色
ド
ー
サ
を
含
ま
せ
る
（
図
15）
…
…
（
１
）
①
と
同
様
の
ド
ー
サ
を
準
備
し
、
刷
毛
を
用
い
て
ロ
ー
ラ
ー
に
色
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
不
規
則
な
文
様
を
表
現
す
る
た
め
、
単
一
的
に
着
色
し
な
い
。
応
用
と
し
て
、
仕
上
げ
に
引
き
染
め
を
施
す
こ
と
で
、
全
体
に
背
景
色
を
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 
②
着
色
す
る
（
図
16）
…
…
色
ド
ー
サ
を
塗
布
し
た
ロ
ー
ラ
ー
を
静
か
に
、
か
つ
軽
く
転
が
し
な
が
ら
着
色
す
る
。
ロ
ー
ラ
ー
が
回
転
し
な
が
ら
着
色
さ
れ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ン
ジ
よ
り
規
則
正
し
い
ム
ラ
染
め
が
出
来
あ
が
る
。
規
則
正
し
さ
を
嫌
う
の
で
あ
れ
ば
、
部
分
的
に
ロ
ー
ラ
ー
を
転
が
す
こ
と
で
よ
り
複
雑
な
文
様
に
な
る
。
 
③
背
景
色
を
引
き
染
め
で
着
色
す
る
（
図
17）
…
…
②
の
行
程
ま
で
で
ロ
ー
ラ
ー
を
用
い
た
ム
ラ
染
め
加
工
は
完
成
で
あ
る
が
、
着
色
部
分
の
み
紙
が
伸
縮
す
る
の
で
、
全
体
の
伸
縮
率
を
一
定
に
す
る
た
め
、
全
体
に
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
こ
こ
で
は
応
用
と
し
て
背
景
色
を
加
え
る
。
背
景
色
は
刷
毛
を
用
い
た
引
き
染
め
（
１
）
の
加
工
方
法
を
用
い
て
着
色
す
る
。
こ
れ
は
、
ス
ポ
ン
ジ
を
用
い
た
ム
ラ
染
め
（
３
）
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
④
紙
で
押
さ
え
、
余
分
な
水
分
を
と
る
（
図
18）
…
…
着
色
し
た
料
紙
に
白
い
紙
を
静
か
に
重
ね
、
手
の
平
で
し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と
で
、
余
分
な
水
分
を
と
る
。
 
⑤
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
 
 
 
図 17 仕上げにドーサをひく 
図 18 紙で押さえる 
図 15 ローラーに塗布する 
図 16 着色する 
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料紙加工の現代的な方法について 
（
５
）
染
め
紙
―
―
シ
ワ
染
め
 
 
シ
ワ
染
め
は
、
古
典
的
な
技
法
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
胡
粉
を
施
し
た
装
飾
料
紙
な
ど
が
シ
ワ
や
シ
ミ
、
剥
落
な
ど
の
経
年
劣
化
で
生
じ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
わ
び
さ
び
の
日
本
的
な
美
意
識
の
中
で
重
宝
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
年
劣
化
を
装
飾
と
見
立
て
て
加
工
さ
れ
た
の
が
シ
ワ
染
め
等
で
あ
る
（ 24 ）。
金
銀
箔
の
経
年
劣
化
の
方
法
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
な
お
、
シ
ワ
染
め
は
、
紙
に
シ
ワ
を
作
り
、
出
来
た
凹
凸
に
着
色
す
る
こ
と
で
シ
ワ
染
め
の
加
工
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ワ
の
付
け
方
に
よ
っ
て
、
大
小
や
縦
横
な
ど
、
様
々
な
文
様
が
表
現
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
全
体
に
小
さ
な
凹
凸
を
作
る
場
合
を
紹
介
す
る
。
 
①
紙
を
丸
め
て
シ
ワ
を
作
る
（
図
19・
20）
…
…
丸
め
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
細
か
な
凹
凸
を
作
る
に
は
、
端
か
ら
紙
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
よ
う
に
握
り
こ
む
。
利
き
手
で
は
な
い
方
を
卵
を
つ
か
む
よ
う
に
し
て
、
そ
こ
に
詰
め
込
ん
で
い
く
。
一
度
で
は
単
調
な
シ
ワ
に
な
る
た
め
、
紙
の
向
き
を
変
え
、
同
じ
よ
う
に
握
り
こ
む
。
縦
シ
ワ
・
横
シ
ワ
は
紙
を
筒
状
に
丸
め
て
絞
る
と
一
定
方
向
の
み
の
シ
ワ
が
作
れ
る
。
 
②
着
色
す
る
（
図
21）
…
…
①
の
紙
を
あ
る
程
度
平
ら
に
広
げ
、（
１
）
①
と
同
様
の
ド
ー
サ
を
刷
毛
に
含
ま
せ
、シ
ワ
の
凹
凸
部
分
を
軽
く
な
で
る
よ
う
に
着
色
す
る
。
広
げ
す
ぎ
る
と
シ
ワ
が
な
く
な
る
の
で
注
意
し
た
い
。
力
は
入
れ
ず
刷
毛
の
重
さ
を
利
用
し
て
、
表
面
を
軽
く
な
で
る
よ
う
に
着
色
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
 
③
仕
上
げ
に
ド
ー
サ
で
シ
ワ
を
伸
ば
す（
図
22）…
…
紙
の
シ
ワ
を
伸
ば
す
た
め
に
、
刷
毛
で
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
色
ド
ー
サ
に
す
る
と
着
色
も
可
能
。
 
④
紙
で
押
さ
え
、
余
分
な
水
分
を
と
る
…
…
着
色
し
た
料
紙
に
白
い
紙
を
静
か
に
重
ね
、
手
の
平
で
し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と
で
、
余
分
な
水
分
を
と
る
。
 
⑤
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
 
                     
図 19 包み込むように丸める 
図 20 方向を変えて丸める 
図 21 刷毛で着色する 
図 22 仕上げにドーサで紙を伸ばす 
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（
６
）
染
め
紙
―
―
丁
子
吹
き
、
ス
テ
ン
シ
ル
文
様
 
 
ス
テ
ン
シ
ル
さ
れ
た
染
め
紙
加
工
で
あ
る
。
丁
子
吹
き
は
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
る
装
飾
技
法
の
ひ
と
つ
で
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
羅
文
な
ど
の
特
殊
な
技
法
で
は
な
く
、
現
在
の
ス
テ
ン
シ
ル
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
ス
テ
ン
シ
ル
は
ス
ポ
ン
ジ
や
筆
な
ど
を
用
い
て
着
色
す
る
が
、
丁
子
吹
き
は
霧
吹
き
の
よ
う
な
も
の
で
着
色
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
本
稿
で
は
、
刷
毛
・
ス
ポ
ン
ジ
（
綿
等
で
も
代
用
可
）
を
用
い
た
方
法
を
紹
介
す
る
。
 
①
型
を
作
成
す
る
（
図
23・
24）
…
…
文
様
を
現
す
た
め
の
ス
テ
ン
シ
ル
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
型
紙
は
何
で
も
よ
い
が
、
耐
久
性
や
使
い
勝
手
を
考
慮
す
る
と
、
ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
を
用
い
る
の
が
効
率
的
で
あ
る
。
文
様
を
透
か
し
油
性
マ
ジ
ッ
ク
等
で
転
写
し
、
そ
れ
を
カ
ッ
タ
ー
等
で
切
り
抜
く
。
着
色
の
際
に
下
の
様
子
が
わ
か
る
ほ
か
、
使
用
後
水
で
洗
い
流
せ
る
点
に
お
い
て
紙
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
紙
に
比
べ
て
滑
り
や
す
い
た
め
、
切
り
出
す
際
は
注
意
さ
れ
た
い
。
 
②
着
色
す
る
（
図
25・
26）
…
…
（
１
）
①
と
同
様
の
ド
ー
サ
を
準
備
し
、
刷
毛
や
ス
ポ
ン
ジ
で
着
色
す
る
。
刷
毛
の
場
合
は
軽
く
表
面
を
着
色
す
る
程
度
で
十
分
で
あ
る
。
ス
ポ
ン
ジ
の
場
合
は
、
ム
ラ
染
め
（
４
）
で
用
い
た
ス
ポ
ン
ジ
の
平
ら
な
面
を
用
い
て
、
型
の
部
分
を
軽
く
押
さ
え
て
着
色
す
る
。
上
手
く
ス
テ
ン
シ
ル
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、ス
ポ
ン
ジ
や
筆・刷
毛
に
塗
料
を
つ
け
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、
塗
料
の
粘
度
を
上
げ
る
た
め
、Ｃ
Ｍ
Ｃ
な
ど
を
混
ぜ
る
と
よ
り
に
じ
み
に
く
く
な
る
。
な
お
、
霧
吹
き
や
ス
プ
レ
ー
を
用
い
て
着
色
す
る
と
、
ま
た
趣
も
異
な
る
。
 
③
ド
ー
サ
で
仕
上
げ
る
…
…
着
色
し
た
部
分
だ
け
収
縮
す
る
の
で
、
全
体
に
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
き
味
も
均
一
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
際
の
ド
ー
サ
に
雲
母
や
胡
粉
を
混
ぜ
る
だ
け
で
一
段
と
美
麗
な
料
紙
と
な
る
。
 
④
紙
で
押
さ
え
、
余
分
な
水
分
を
と
る
。
 
⑤
乾
か
す
…
…
部
分
的
な
加
工
で
あ
れ
ば
、
③
④
を
省
略
し
て
も
問
題
は
な
い
。
 
                   
図 23 切り抜くデザインを転写する 
図 24 カッターで切り出す 
図 25 刷毛で着色する 
図 26 スポンジで着色する 
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（
７
）
箔
加
工
―
―
揉
み
箔
、
砂
子
撒
き
 
                     
 
金
銀
の
箔
加
工
は
、
古
い
装
飾
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
時
代
に
よ
っ
て
様
々
に
変
容
し
、
多
種
多
様
に
表
現
さ
れ
た
装
飾
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
箔
加
工
の
中
で
も
最
も
平
易
な
揉
み
泊
・
砂
子
振
り
の
一
端
を
紹
介
す
る
。
 
 
金
銀
箔
は
静
電
気
に
よ
っ
て
く
っ
つ
く
た
め
、
伝
統
的
な
手
法
で
は
、
竹
製
の
箔
ば
さ
み
や
竹
刀
、箔
筒
を
用
い
て
、切
箔
・
野
毛
・
砂
子
等
を
作
成
す
る
。し
か
し
、
初
心
者
に
は
難
し
く
時
間
が
か
か
る
し
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
な
道
具
は
高
価
で
あ
る
た
め
、予
算
の
限
ら
れ
た
場
で
は
必
要
数
準
備
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
、
竹
刀
は
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
箔
筒
は
茶
こ
し
な
ど
に
置
き
換
え
て
装
飾
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
箔
ば
さ
み
の
代
わ
り
と
し
て
は
素
手
に
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
を
つ
け
て
用
い
る
。
揉
み
箔
や
砂
子
、
裂
き
箔
で
あ
れ
ば
、
素
手
で
簡
単
に
作
業
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、
技
法
の
紹
介
の
前
に
、
揉
み
泊
や
砂
子
の
準
備
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
揉
み
箔
や
砂
子
は
、
茶
こ
し
、
ふ
る
い
を
用
い
て
細
か
く
粉
砕
す
る
。
網
目
の
サ
イ
ズ
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か
さ
を
調
整
で
き
る
。
第
一
段
階
で
は
、
粗
め
の
砂
子
（
揉
み
箔
み
た
い
な
形
状
）
を
作
っ
て
お
く
と
後
の
加
工
に
便
利
で
あ
る
。
 
①
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
を
手
に
付
け
、
油
分
を
除
く
 
②
合
紙
と
と
も
に
金
銀
箔
を
つ
か
み
、
大
き
め
な
ふ
る
い
に
入
れ
る
（
図
27）
 
③
砂
子
用
刷
毛
（
穂
先
を
切
り
落
と
し
た
小
筆
）
を
用
い
て
粉
砕
す
る
（
図
28）
 
以
上
の
行
程
を
繰
り
返
し
、
荒
い
砂
子
を
小
箱
に
溜
め
て
お
く
。
 
 
切
箔
は
、
定
規
と
カ
ッ
タ
ー
で
細
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
て
切
る
（
図
29・
30）。
一
方
向
切
る
毎
に
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
換
え
る
こ
と
で
紙
が
交
じ
ら
な
い
。
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
は
省
く
。 
図 27 ふるいに箔を入れる 
図 28 砂子用刷毛で箔を粉砕する 
図 29 ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰの上に箔を置く 
図 30 ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰを重ねｶｯﾀｰで切る 
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さ
て
、
箔
撒
き
は
以
下
の
手
順
で
行
う
。
 
①
ド
ー
サ
、
色
ド
ー
サ
を
刷
毛
を
用
い
て
塗
布
す
る
（
図
31）
…
…
撒
い
た
箔
を
定
着
さ
せ
る
接
着
剤
と
し
て
紙
に
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
こ
の
際
、
色
ド
ー
サ
を
用
い
れ
ば
着
色
加
工
も
同
時
に
施
せ
る
。
方
法
は
（
１
）
引
き
染
め
に
同
じ
。
 
②
箔
・
砂
子
等
を
撒
く
（
図
32・
33）
…
…
構
図
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
砂
子
を
①
に
撒
く
。
粒
子
の
大
き
さ
は
好
み
に
合
わ
せ
て
調
整
す
る
。
大
小
振
る
の
も
趣
が
あ
る
。
箔
の
落
下
は
空
調
や
風
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、そ
の
辺
り
も
計
算
し
て
撒
く
。 
③
箔
・
砂
子
を
定
着
さ
せ
る
（
図
34）
…
…
紙
を
重
ね
、
バ
レ
ン
や
手
の
ひ
ら
（
親
指
の
付
け
根
あ
た
り
、
図
35）
を
用
い
て
、
箔
部
分
を
し
っ
か
り
押
さ
え
定
着
さ
せ
る
。
定
着
が
弱
け
れ
ば
、
仕
上
げ
と
し
て
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
 
④
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
 
 
な
お
、
応
用
と
し
て
、（
６
）
で
用
い
た
よ
う
な
型
紙
を
利
用
す
れ
ば
、「
型
紙
ぼ
か
し
」（
箔
で
文
様
を
浮
き
出
す
）
も
可
能
で
あ
る
（
図
36・
37）。
 
図 32 揉み箔を茶こしにいれる 
図 31 刷毛でドーサをひく 図 33 箔用刷毛を使って箔を撒く 
図 34 紙を重ねバレンで定着させる 
上から図 35、36、37 
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（
８
）
箔
加
工
―
―
平
押
し
 
 
十
五
世
紀
に
誕
生
し
た
装
飾
の
巨
大
化
や
屛
風
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
箔
の
平
押
し
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
表
現
か
ら
切
箔
の
巨
大
化
と
捉
え
る
。
 
①
ド
ー
サ
、
色
ド
ー
サ
を
刷
毛
を
用
い
て
塗
布
す
る
…
…
箔
を
定
着
さ
せ
る
接
着
剤
と
し
て
紙
に
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
こ
の
際
、
色
ド
ー
サ
を
用
い
れ
ば
着
色
加
工
も
同
時
に
施
せ
る
。
方
法
は
（
１
）
引
き
染
め
に
同
じ
。
 
②
箔
を
置
く
（
図
38～
40）
…
…
箔
は
、
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
を
付
け
た
手
で
合
紙
と
と
も
に
取
り
、
静
か
に
置
く
。
箔
の
向
き
な
ど
好
み
に
合
わ
せ
て
調
整
す
れ
ば
よ
い
が
、
構
図
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ
し
て
か
ら
箔
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
箔
を
持
ち
上
げ
る
際
は
、合
紙
の
上
に
水
を
少
し
付
け
る（
点
）と
箔
を
持
ち
上
げ
や
す
く
な
る
。
 
③
箔
・
砂
子
を
定
着
さ
せ
る
（
図
41）
…
…
紙
を
重
ね
、
バ
レ
ン
や
手
の
ひ
ら
（
親
指
の
付
け
根
あ
た
り
、
図
35）
を
用
い
て
、
紙
を
し
っ
か
り
押
さ
え
る
。
定
着
が
弱
け
れ
ば
、
仕
上
げ
と
し
て
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
。
 
④
乾
か
す
…
…
毛
氈
や
毛
布
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。
 
 
応
用
と
し
て
、
シ
ワ
染
め
（
５
）
と
同
じ
要
領
で
縦
シ
ワ
・
横
シ
ワ
を
付
け
、
シ
ワ
の
凹
凸
部
を
ス
ポ
ン
ジ
の
研
磨
部
分
で
表
面
を
削
る
。凸
部
分
が
削
れ
、割
れ（
剥
離
）
が
表
現
で
き
る
。
質
感
の
ム
ラ
を
な
く
す
た
め
、
仕
上
げ
に
ド
ー
サ
を
塗
布
す
る
が
、
削
っ
た
箔
を
刷
毛
等
で
し
っ
か
り
払
っ
て
か
ら
塗
布
す
る
。
 
 
ま
た
、
銀
箔
は
経
年
劣
化
に
よ
り
、
酸
化
し
黒
く
焼
け
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
経
年
劣
化
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
捉
え
、意
図
的
に
焼
く
こ
と（
焼
箔
）も
可
能
で
あ
る
。
意
図
的
に
箔
を
焼
く
に
は
、
硫
黄
（
粉
）
を
ふ
り
か
け
、
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
軽
く
当
て
加
熱
す
る
。
す
ぐ
に
焦
げ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
硫
黄
の
入
手
や
作
業
工
程
は
高
度
な
技
術
が
い
る
。
火
に
あ
ぶ
っ
て
焼
く
場
合
も
あ
る
（ 25 ）。
図 39 ドーサをひいた紙に箔を置く 
図 38 合紙ごと箔を持ち上げる 図 40 位置を決め箔を置く 
図 41 紙を重ねしっかり押さえる 
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 四
、
高
等
学
校
「
書
道
」
に
お
け
る
展
開
 
  
高
等
学
校
の
芸
術
科
「
書
道
」
の
時
間
に
お
い
て
、
料
紙
装
飾
の
加
工
を
取
り
入
れ
て
い
る
高
等
学
校
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
事
例
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
し
得
た
範
囲
で
述
べ
れ
ば
、
埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校
で
は
、
二
年
次
に
「
作
品
装
丁
の
知
識
や
技
術
の
学
習
を
通
し
て
、
紙
や
料
紙
の
製
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
書
の
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
高
め
る
（ 26 ）」こ
と
を
目
標
に
、
墨
流
し
や
箔
加
工
、
染
め
紙
、
ぼ
か
し
染
め
、
か
ら
紙
な
ど
、「
料
紙
の
種
類
と
製
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
文
化
や
伝
統
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
」（ 26 ）っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
紙
漉
き
な
ど
も
授
業
に
取
り
入
れ
、
講
師
（
専
門
家
）
を
招
い
て
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
徹
底
し
た
実
技
指
導
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
全
国
で
も
数
少
な
い
書
道
科
を
特
設
す
る
高
等
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
（ 27 ）。
 
 
ま
た
、
私
立
獨
協
埼
玉
中
学
高
等
学
校
で
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
現
代
料
紙
の
制
作
方
法
を
用
い
て
、
料
紙
加
工
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
の
梨
本
佳
世
氏
に
授
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
様
子
や
反
省
点
な
ど
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
高
等
学
校
「
書
道
」
の
授
業
展
開
に
資
す
れ
ば
と
思
う
（ 28 ）。
 
 
獨
協
埼
玉
中
学
高
等
学
校
で
の
対
象
学
年
は
高
校
第
三
学
年
、「
書
道
Ⅲ
」の
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
一
・
二
年
次
に
お
い
て
は
、
古
典
臨
書
・
創
作
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
三
年
次
で
は
、
書
の
制
作
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
伝
統
工
芸
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
う
ち
わ
へ
の
揮
毫
や
蒔
絵
の
制
作
な
ど
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
（ 29 ）。
料
紙
加
工
で
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
現
代
料
紙
の
制
作
方
法
を
用
い
て
、
ハ
ガ
キ
・
色
紙
・
半
紙
を
題
材
に
、
墨
流
し
や
引
き
染
め
、
箔
加
工
な
ど
を
行
っ
た
。
時
間
は
、
二
時
間
続
き
二
回
の
計
四
時
間
を
装
飾
加
工
に
あ
て
、
も
う
二
時
間
を
費
や
し
て
、
加
工
を
施
し
た
料
紙
に
揮
毫
し
、
作
品
を
制
作
し
た
。
道
具
は
、
限
ら
れ
た
教
材
費
の
中
で
、
な
る
べ
く
安
い
も
の
を
購
入
し
て
行
っ
た
と
の
こ
と
。
 
 
短
い
授
業
時
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
新
し
い
発
見
や
楽
し
さ
が
味
わ
え
、
繰
り
返
せ
ば
上
達
す
る
技
術
に
、
生
徒
た
ち
は
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ガ
キ
は
、
紙
の
厚
み
も
あ
っ
て
装
飾
を
施
し
や
す
か
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
ハ
ガ
キ
や
色
紙
は
材
質
（
質
感
）
に
よ
っ
て
、
仕
上
が
り
の
雰
囲
気
（
色
合
い
）
が
か
な
り
異
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 
 
反
省
点
と
し
て
は
、道
具
の
準
備・片
付
け
に
時
間
が
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
墨
流
し
の
際
の
界
面
活
性
剤
と
し
て
用
い
た
中
性
洗
剤
の
調
整
（
濃
度
）
が
難
し
か
っ
た
こ
と
、
乾
燥
の
場
所
の
確
保
や
仕
上
げ
の
手
間
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
墨
流
し
の
注
意
点
と
し
て
中
井
氏
は
、「
界
面
活
性
剤
に
は
人
の
鼻
や
額
な
ど
の
皮
脂
で
十
分
な
の
で
、中
性
洗
剤
を
用
い
る
場
合
は
か
な
り
薄
く
て
よ
い
（ 30 ）」と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
墨
流
し
の
加
工
で
は
紙
が
破
れ
な
い
よ
う
に
持
ち
上
げ
る
の
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
浸
し
染
め
や
墨
流
し
で
は
少
し
厚
め
の
紙
を
用
い
る
と
多
少
は
不
安
要
素
が
取
り
除
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。
 
 
装
飾
す
る
過
程
で
は
、
毛
氈
の
上
で
装
飾
を
施
し
た
が
、
加
工
を
繰
り
返
す
と
汚
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
や
新
聞
紙
を
敷
く
な
ど
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
様
子
で
あ
る
。
ま
た
、
乾
か
す
行
程
で
は
、
教
室
な
ど
に
平
置
き
78
料紙加工の現代的な方法について 
し
乾
燥
さ
せ
た
い
が
、
他
の
授
業
も
あ
る
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
余
分
な
水
分
を
と
っ
た
ら
、
一
人
一
人
新
聞
紙
に
挟
み
込
ん
で
次
の
週
（
授
業
）
ま
で
に
乾
か
す
形
式
を
実
施
し
た
。
全
員
の
新
聞
紙
を
重
ね
て
重
し
な
ど
で
し
っ
か
り
プ
レ
ス
も
し
た
が
、
半
紙
は
ア
イ
ロ
ン
で
シ
ワ
を
伸
ば
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
手
間
を
省
く
に
は
、
板
や
Ｏ
Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
に
仮
貼
り
す
る
こ
と
で
ア
イ
ロ
ン
の
行
程
が
不
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
板
や
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
場
合
も
平
置
き
す
る
場
所
の
確
保
が
問
題
と
な
る
が
、
美
術
で
用
い
る
作
品
乾
燥
棚
等
を
準
備
で
き
れ
ば
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
 
 
以
上
の
よ
う
な
反
省
点
が
残
る
も
の
の
、
梨
本
氏
は
現
代
料
紙
を
授
業
に
取
り
入
れ
、「
自
分
で
料
紙
を
装
飾（
制
作
）す
る
と
、ど
の
よ
う
な
言
葉
や
書
風
に
す
る
か
、
と
自
由
に
楽
し
く
考
え
る
こ
と
を
自
然
な
形
で
導
け
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
書
の
表
現
を
多
方
面
か
ら
み
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
よ
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
」（ 28 ）と
述
べ
る
。
 
 
五
、
お
わ
り
に
 
  
こ
れ
ま
で
、学
校
教
育
の
場
で
料
紙
装
飾
の
加
工
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
料
紙
装
飾
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
現
代
料
紙
の
制
作
方
法
や
道
具
を
紹
介
し
て
き
た
。
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
道
具
や
方
法
で
あ
れ
ば
、
高
等
学
校
な
ど
の
教
育
の
場
で
の
展
開
が
可
能
と
い
え
る
。
梨
本
氏
も
「
現
実
的
に
は
時
間
の
確
保
が
難
し
い
が
、
料
紙
制
作
に
は
授
業
を
発
展
さ
せ
る
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
る
」（ 28 ）と
述
べ
る
。
ま
た
、「
料
紙
制
作
を
し
た
後
、
改
め
て
古
筆
を
鑑
賞
す
る
と
、
以
前
よ
り
料
紙
へ
の
意
識
・
関
心
が
高
ま
っ
て
、
書
を
鑑
賞
す
る
幅
が
広
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
古
筆
に
見
ら
れ
る
伝
統
的
な
料
紙
装
飾
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
か
き
立
て
る
様
に
感
じ
ま
し
た
」（ 28 ）と
も
述
べ
る
。
教
員
の
創
意
工
夫
は
必
要
で
あ
る
が
、
装
飾
料
紙
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
料
紙
や
古
筆
、
伝
統
工
芸
に
興
味
を
抱
く
と
と
も
に
、
書
へ
の
興
味
・
関
心
も
一
層
高
め
る
事
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
独
創
的
な
感
性
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、人
間
性
を
豊
か
に
す
る
要
素
も
内
在
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
だ
ま
だ
改
善
す
る
余
地
は
残
る
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
現
代
料
紙
の
制
作
方
法
で
あ
れ
ば
、
高
等
学
校
の
「
書
道
」
だ
け
で
な
く
、
小
・
中
学
校
や
社
会
教
育
に
お
い
て
も
広
く
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
多
く
の
教
育
の
場
で
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 
 
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
技
法
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
行
程
の
画
像
や
仕
上
が
り
の
画
像
な
ど
を
細
か
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の
を
追
求
し
、
書
籍
化
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
開
を
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
、YouTube 等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
技
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
料
紙
の
技
法
に
関
し
て
も
動
画
で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
理
解
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。今
後
は
、中
井
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ 31 ）
な
ど
を
通
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
画
像
や
動
画
等
を
順
次
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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注 （１）久米康生「料紙加工技法の展開」
『和紙文化研究』
（第十五号、二〇〇七年
十二月）
、同『和
紙つくりの歴史と技法』
（岩田書
院、二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。 
（２）
平成二十五年、
国連教育科学文化機関
（ユネスコ）
は、
「
和紙
 
日本の手漉
和
紙
技
術
」
に
つ
い
て
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
し
た
。
内
容
は
、
平
成
二
十
一
年
に
単
独
で
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
石
州
半
紙
（
島
根
県
）
に
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財に指定されている細川紙
（埼玉県）
、
本美濃紙
（岐阜県）
の二つを加え
再
登録された。
 
（３）名宝刊行会編『田中親美
 
平安朝美の蘇生に捧げた百年の生涯』
（展転社、
一
九
八
五
年
）
な
ど
。
竹
田
道
太
郎
「
田
中
親
美
翁
聞
書
」（
一
）
～
（
十二
）『
芸
術
新
潮
』（
一
九
六
〇年
一
月
～
十
二
月
）、
伊
東
卓
治
「
田
中
親
美
翁
昔
語
り
」『
陶
説
』
（一九五六年一月～一九五七年五月）にて記された内容が収められる。
 
（４）料紙作家・小室久氏のＨＰ「かな料紙―小室かな料紙工房―」
（
http://kanaryoshi.com/ 、
閲覧
日
・
平成二十九年二月十二日、
以下同）
の
ほか、
茨城県の
魅力を発信する輝望
「【かな料紙
】
金銀きらびや
かな箔を装
飾する箔装飾紙の製作風景」
 
（
YouTube2015/01/19 、
https://youtu.be/e5hJGxoyqv8 ）。
 
装飾の技法は、小室かな料紙工房「かな料紙
 ぼ
かし染め（刷毛ぼかし）
」
 
（YouTube2014/04/08 、https://www.youtube.com/watch?v=/-aEf4fWXQUI ） 
同「かな料紙
 唐
紙（雲母摺り
 そ
の１）
」
 
（
YouTube2014/05/23 、
https://www.youtube.com/watch?v 
=2M5LfTQFeBs ）
 
同「かな料紙
 唐
紙（雲母摺り
 そ
の２）
」
 
（
YouTube2014/07/07 、
https://www.youtube.com/watch?v 
=FZvdPvVXrgc ）
 
同「かな料紙
 具
引き（ぼかし染め）
」
 
（YouTube2016/12/11 、http://www.youtube.com/watch?v=kd0HdXb5KL0 ） 
同「ぼかし唐紙
 干した様子」
 
（YouTube2016/12/21 、http://www.youtube.com/watch?v=NKKI2wYIP1E ）
などで公開される。
 
（５）
伝統工芸
 
青山スクエア
「手技
TEWAZA 「江戸からかみ」
Edo Karakami 」
（YouTube2016/03/29 、https://www.youtube.com/watch?v=-6r5I90M7Ws ）。
唐
紙
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
四
辻
秀
紀
「
平
安
時
代
の
調
度
手
本
に
み
ら
れ
る
唐
紙
・
蠟牋についての一考察」
『金鯱叢
書』
第二十四輯
（一九九九年一月）
に詳
し
い。
 
（６）天来書院「自分でできる簡単料紙加工
 書
道テレビ第
11回」
（
YouTube 
2016/02/2 5 、
https://www.youtube.com/watch?v=lWVJmYryTFg ）におい
て、高城弘一（竹苞）氏を講師として、簡単な料紙加工（墨流し、ぼかし染め、裂箔・砂子振り）が紹介される。
 
（７）
埼玉県立大宮光陵高等学校など取り組んでいるところもあ
『平成二
十
七
年書道科資料』
（
埼玉県立大宮光陵高等学校書道科、二〇一五年）参照。
 
（８）
古谷稔
「料紙装飾と書」
『中
国書法を基盤とする日本書道史研究』
（竹林舎、
二〇〇八 ）
や増田勝彦
「奈良
・
平安
・
鎌倉時代の料紙技術」
『
書道学論集』
（
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
で
は
、
料
紙
全
般
に
つ
い
て
時
系
列
に
整
理
し
言
及
する。
料紙の種類や特徴について言及しているものとしては、
前掲
（注１
）
のほか、
小松茂
美氏
「古筆の料
紙と装釘」
『古筆
』（講談社
、一九
七二年、
『古
筆
学
大
成
』
に
再
録
）
や
「
装
飾
経
の
遺
品
と
そ
の
展
望
」『
平
家
納
経
の研
究
』（
講
談社、
一九七六年、
『小松茂美著
作集』
第十巻
「平家納経の研究」
（旺文社、
一
九
九
六
年
）
に
再
録
）、
飯
島
春
敬「
西
本
願
寺
本
の
工
芸
的
特
徴
」『
西本
願
寺
三
十六人集』
（書芸
文化新社、
一九
七五年、
久曽神
昇
・
飯島春敬
『
国宝 願
寺
本
三
十
六
人
集
』（
越
後
屋
書
房
、
一
九
四
四
年
）
の
改
訂
版
、『
飯
島
春敬
全
集
』
80
料紙加工の現代的な方法について 
第
八
巻
（
書
芸
文
化
新
社
、
一
九
八
六
年
）
に
再
録
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
（
９
）
宍
倉
佐
敏
「
奈
良
時
代
の
料
紙
と
そ
の
再
現
に
つ
い
て
」『
和
紙
文
化
研
究
』（
第
十
二
号
、二
〇
〇
四
年
十
一
月
）、大
柳
久
栄「
打
紙
再
考
」『
和
紙
文
化
研
究
』（
第
十
三
号
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
）、
同
「
奈
良
平
安
の
紙
」『
和
紙
文
化
研
究
』（
第
十
五
号
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）、
湯
山
賢
一
「
古
代
料
紙
論
ノ
ー
ト
―
『
延
喜
式
』
に
み
る
製
紙
工
程
を
め
ぐ
っ
て
」『
正
倉
院
紀
要
』（
第
三
十
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
な
ど
。
 
（
10）
増
田
勝
彦
「
着
色
繊
維
を
利
用
し
た
平
安
時
代
加
飾
紙
に
つ
い
て
」『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』（
第
十
三
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）、
同
「
紙
の
万
華
鏡
８
 
平
安
時
代
の
料
紙
再
現
に
挑
む
―
羅
文
紙
、
打
曇
の
優
美
さ
を
求
め
て
―
」『
聚
美
』
第
八
号
、
二
〇
一
三
年
七
月
）
 
（
11）
箔
の
装
飾
加
工
に
つ
い
て
は
、『
日
本
の
美
術
』（
第
三
九
七
号
、
一
九
九
九
年
六
月
）
に
て
特
集
が
組
ま
れ
、
田
中
重
「
料
紙
装
飾
に
お
け
る
箔
の
技
法
」、
江
上
綏
「
料
紙
装
飾
―
箔
散
ら
し
」
な
ど
を
収
め
る
。
他
に
、
ヘ
レ
ー
ネ
・
ア
ル
ト
「
平
安
十
二
世
紀
の
料
紙
装
飾
に
お
け
る
金
銀
箔
散
ら
し
」『
古
美
術
』（
第
八
三
号
、
一
九
八
七
年
七
月
）、
高
橋
利
郎
「
戊
辰
切
和
漢
朗
詠
集
と
金
銀
箔
料
紙
の
装
飾
様
式
」『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
（
第
一
五
号
、
一
九
九
八
年
九
月
）
な
ど
に
お
い
て
、
時
代
に
よ
る
変
遷
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
る
。そ
の
他
、神
崎
充
晴「
金
箔
―
―
薄
打
の
群
像
」『
水
茎
』第
三
号（
一
九
八
七
年
十
一
月
）、
四
辻
秀
紀
「「
箔
絵
」
考
」『
金
鯱
叢
書
』
第
二
二
輯
（
一
九
九
六
年
十
月
）
な
ど
。
 
（
12）『
王
朝
美
の
精
華
・
石
山
切
 
か
な
と
料
紙
の
競
演
』（
徳
川
美
術
館
新
館
開
館
二
十
周
年
記
念
秋
季
特
別
展
、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）。
継
ぎ
紙
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
辻
尚
子
・
亀
石
二
三
「
か
な
料
紙
の
研
究
―
継
ぎ
紙
の
制
作
を
中
心
と
し
て
―
」『
四
国
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
）』（
第
六
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）、
亀
石
二
三
「
仮
名
料
紙
制
作
法
研
究
」『
言
語
文
化
（
四
国
大
学
附
属
言
語
文
化
研
究
所
）』（
第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）
に
お
い
て
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
。
 
（
13）
佐
野
み
ど
り
「
十
四
世
紀
前
半
の
料
紙
装
飾
に
つ
い
て
―
「
伏
見
院
宸
翰源
氏
物
語
抜
書
」
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」『
美
術
史
』（
第
一
一
五
号
、
一
九
八
三
年
十
一
月
）
他
、
四
辻
秀
紀「
宸
翰
様
・
青
蓮
院
流
の
書
の
伝
来
と
料
紙
装
飾
―
徳
川
美
術
館「
ふ
み
の
み
ち
」
展
に
よ
せ
て
―
」『
古
美
術
』（
第
七
八
号
、
一
九
八
六
年
四
月
）、
片
桐
弥
生
「
土
佐
派
と
料
紙
装
飾
―
大
応
寺
蔵
「
源
氏
物
語
抜
書
断
簡
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
 
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』（
第
四
六
五
号
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）
な
ど
。
 
（
14）
近
衛
信
尹
は
慶
長
十
六
（
一
六
一
四
）
年
に
没
し
て
お
り
、
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
一
六
四
五
）
に
は
活
躍
し
て
い
な
い
た
め
、
最
近
は
「
江
戸
時
代
初
期
の
三
筆
」
と
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
 
（
15）
玉
虫
敏
子
「
近
世
初
期
の
屛
風
と
書
と
料
紙
装
飾
―
松
花
堂
昭
乗
筆
「
勅
撰
集
和
歌
屛
風
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
美
術
史
』（
第
三
三
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
 
（
16）三
戸
信
惠「
巨
大
な
料
紙
装
飾
―
屛
風
に
お
け
る
絵
画
空
間
と
書
記
空
間
に
つ
い
て
―
」
『
論
集
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
）』（
第
六
号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
 
（
17）『
光
悦
書
宗
達
金
銀
泥
絵
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）、
山
根
有
三
著
『
宗
達
研
究
』山
根
有
三
著
作
集
１
・
２（
中
央
公
論
美
術
出
版
、一
九
九
四
～
九
六
年
）な
ど
。
 
（
18）
中
井
之
山
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
取
材
日
・
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
日
）
 
（
19）
毛
氈
・
毛
布
は
平
置
き
で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
効
率
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
汚
れ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
新
聞
紙
に
挟
み
乾
燥
さ
せ
る
が
、
こ
の
場
合
は
乾
燥
後
ア
イ
ロ
ン
等
で
シ
ワ
を
伸
ば
す
必
要
が
あ
る
。
仕
上
げ
の
ア
イ
ロ
ン
が
不
要
で
、
容
易
に
仮
貼
り
（
水
貼
り
）
で
き
る
Ｏ
Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
系
）
は
、「
Ｏ
Ｐ
Ｐ
シ
ー
ト
」
や
「
Ｏ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
ル
」
と
い
う
名
称
で
も
販
売
し
て
い
る
。
乾
燥
も
美
術
で
用
い
る
作
品
乾
燥
棚
等
を
用
い
れ
ば
最
小
限
の
ス
ペ
ー
ス
で
よ
い
。
 
（
20）
純
金
箔
の
代
用
品
は
着
色
金
箔
（
和
光
箔
、
新
光
箔
）
以
外
に
も
、
洋
金
箔
や
真
鍮
箔
な
ど
も
あ
る
が
、
銀
箔
同
様
に
酸
化
し
て
焼
け
る
事
が
あ
る
。
意
図
的
に
焼
け
た
方
が
よ
け
れ
ば
こ
ち
ら
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
真
鍮
箔
は
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
。
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（
21）
鎌
田
敏
輝
著
『
新
し
い
料
紙
の
つ
く
り
方
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
五
年
）
二
十
一
頁
で
は
、「
間
接
浸
し
染
め
」と
い
う
墨
流
し
の
手
法
に
近
似
し
た
新
技
法
が
紹
介
さ
れ
る
。 
（
22）
ホ
ル
ベ
イ
ン
工
業
株
式
会
社
製
の
マ
ッ
ド
メ
デ
ィ
ウ
ム
で
は
、
色
止
め
な
ら
二
十
五
倍
の
希
釈
、
箔
や
砂
子
を
扱
う
場
合
は
十
倍
く
ら
い
の
希
釈
が
良
い
（
乾
燥
後
に
仕
上
げ
を
施
す
場
合
は
二
十
倍
程
度
で
も
良
い
）。
湿
度
や
気
温
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
。
 
（
23）
注
21前
掲
書
三
十
八
頁
、
三
十
九
頁
。
刷
毛
ぼ
か
し
は
二
十
七
・
二
十
八
頁
。
 
（
24）
注
21前
掲
書
四
十
二
頁
、
具
引
き
の
亀
裂
紙
に
つ
い
て
技
法
を
紹
介
す
る
。
 
（
25）
注
21前
掲
書
三
十
・
三
十
一
頁
。
 
（
26）『
平
成
二
十
七
年
書
道
科
資
料
』（
埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校
書
道
科
、
二
〇
一
五
 
年
、
十
一
頁
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
 
13 
作
品
装
丁
 
（
１
）目
標
 
作
品
装
丁
の
知
識
や
技
術
の
学
習
を
通
し
て
、紙
や
料
紙
な
ど
の
製
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
書
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
高
め
る
。
 
（
３
）
内
容
の
取
扱
い
 
ア「
紙
の
文
化
史
」に
つ
い
て
は
、紙
の
文
化
や
歴
史
の
学
習
を
通
し
て
、
紙
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
よ
う
配
慮
す
る
。
 
イ
「
紙
の
製
法
」
に
つ
い
て
は
、
名
筆
の
鑑
賞
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、
伝
統
的
な
紙
や
料
紙
な
ど
の
製
法
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、創
造
的
な
表
現
を
養
う
よ
う
に
す
る
。
 
（
27）
埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校
で
は
、
伝
統
工
芸
士
の
先
生
か
ら
手
す
き
和
紙
の
制
作
を
学
ぶ
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
「
芸
術
 
書
道
Ⅰ
」
十
月
十
三
日
放
送
 
書
道
第
十
一
回
「
躍
動
す
る
筆
～
草
書
～
（
和
紙
の
で
き
る
ま
で
）」
 
（
http://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/shodou/archive/chapter011.html ）
 
埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校
書
道
科
 
（
http://www.ohmiyakoryo-h.spec.ed.jp/?page_id=28 ）
 
（
28）
梨
本
佳
世
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
取
材
日
・
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日
）
 
（
29）
蒔
絵
は
本
格
的
な
も
の
で
は
な
く
、
簡
易
版
で
「
蒔
絵
実
習
教
材
」（
教
育
図
書
株
式
会
社
）な
ど
を
用
い
る
こ
と
で
、体
験
が
可
能
で
あ
る
。そ
の
他
、石
丸
真
弥
氏
は
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
ペ
ー
パ
ー
シ
ー
ト
」（
ザ
・
ダ
イ
ソ
ー
）
な
ど
を
教
材
と
し
て
授
業
に
取
り
入
れ
る
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
。。
 
（
https://m.facebook.com/story.php?story_fbid=775436152577213&id=100
003325059017 ）
 
（
30）
中
井
之
山
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
取
材
日
・
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
日
）。
洗
剤
（
界
面
活
性
剤
）
の
濃
度
は
製
品
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
二
〇
〇
～
三
〇
〇
倍
の
間
で
希
釈
す
る
（
鎌
田
氏
前
掲
書
（
五
十
六
頁
）
で
は
「
十
倍
」
と
あ
る
が
、
性
能
は
日
々
進
化
す
る
た
め
適
宜
調
整
す
る
必
要
あ
り
）。
な
お
、
墨
の
波
紋
の
広
が
り
方
に
影
響
す
る
た
め
、
水
は
綺
麗
な
方
が
良
い
。
同
じ
水
で
何
度
か
繰
り
返
す
と
写
し
取
れ
な
か
っ
た
墨
が
残
り
、
黒
ず
ん
だ
感
じ
に
な
る
。
ま
た
、
水
分
中
に
界
面
活
性
剤
が
溜
ま
っ
て
波
紋
が
広
が
ら
な
く
な
る
場
合
も
あ
る
。
一
度
加
工
を
施
し
た
ら
新
聞
紙
等
で
残
留
物
を
写
し
取
る
と
少
し
異
な
る
。
波
紋
が
広
が
ら
な
く
な
っ
た
ら
水
の
替
え
時
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
墨
流
し
の
装
飾
（
変
遷
等
）
に
つ
い
て
は
、
中
西
學
「
装
飾
技
法
と
し
て
の
墨
流
し
と
そ
の
変
遷
」『
民
族
芸
術
』
第
三
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。 
（
31）
中
井
之
山
氏
の
Ｈ
Ｐ
「
INKSTONE 」（
http://inkstone-painting.com/ ）
 
 
〔
付
記
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
料
紙
装
飾
の
技
法
に
つ
い
て
は
現
代
装
飾
料
紙
作
家
・
中
井
之
山
（
慎
吾
）
氏
、
高
等
学
校
で
の
実
践
報
告
に
つ
い
て
は
梨
本
佳
世
氏
（
獨
協
埼
玉
中
学
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
取
材
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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